
         
 

平成２５年３月１日（公財）福島県学校給食会  福島市松川町字平舘 16-2 024-567-4711            

ホームページにも掲載されております。 http://www.fgk.or.jp/ 

メールアドレス            Kawamoto@fgk.or.jp 

３月は小・中学校の卒業式です。 

卒業式は、いつの時も思い出深く、別れがたく涙をいっぱい流 

しても笑顔で新しい一歩を踏み出して行くことと思います。 

  間もなく東日本大震災から２年目を迎えようとしております。 

学校給食では、食材の放射性物質検査を実施し、より安全な食 

材を選定の上で、提供されています。 

子どもたちもおいしい給食を毎日心待ちにしていることでしょう。 

          ２月、３月、当会の貸出用のバイキング、テーブルマナーなどの食器類も、たくさん申し込みを

いただいております。 

お料理を前にした子どもたちの楽しい様子が目に浮かびます。 

この１年間、本当にお世話になりました。平成２５年度も安全・安心な食材の提供とともに、新

しい食育指導教材等もたくさん取り揃える予定で準備をしております。 

皆様方のお役に立てるよう進めてまいりますので、ご活用いただきますようお願いいたします。 

 

 
 

 

 
 
2 月 8 日、東日本大震災と原発事故に苦しむ福島県を応援しようと、世界各国から多くの県人が

福島に集い、「在外県人会サミット」が開催されました。 

報道記事に「米国・南加県人会」の文字を見つけ、福島県学校給食会は南加県人会から多額の寄

附を受けて設立されたことを思い出しました。 

福島県は昭和 28 年に大冷害に見舞われ、食糧難から給食数が急増し学校給食事業は資金難に陥り

ました。その時、南加県人会からの支援を元手に「財団法人福島県学校給食会」が設立され本格的

な学校給食がスタートしました。 

あれから 60 年、不幸にして起きた県政最大の危機に、はるばる応援に駆けつけていただいた “ふ

るさとを思う心” に感激し、一目お会いして当事の御礼と今日の学校給食会の姿をご報告しなけ

ればと思い、紙本正光・典子会長ご夫妻をホテルにお尋ねしました。 

訪問の趣旨をお話し、御礼を申し上げますと、ご夫妻は突然の訪問に驚かれ、帰国したら県人会

のみなさんに今日のことを話しますと大変喜ばれました。 

短い時間でしたが、時空を超えた、福島県人の強い絆を思い起こしたひとときでした。 

（常務理事 五十嵐孝雄） 
                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から、五十嵐常務理事、紙本ご夫婦、斎藤主任 

思い起こす “絆” 



ありがとうございました。 

 
去る２月７日、本会研修室におきまして、平成２４年度第３回学校給食用食品委員会を開催しました。 

 今回は、平成２５年度から取扱う新規推奨食品の選定と既取扱食品の見直し及び平成２５年度に取扱う北

海道・東北ブロック学校給食用物資共同購入委員会で選定した冷凍ほうれん草等の食品  （８品目）の報告等

を行い、了承いただいたところです。 
今回の新規推奨食品の特徴といたしましては、 

 

・原料が国産の食品 

 ・鉄分、カルシウム等、栄養成分的に   

優れた食品 

 ・アレルギー対応食品 

 ・大量調理で使用しやすい食品 
 

 
等があります。 

これらの食品につきましては、追ってご案内申し上げます。 
４月のお祝い行事食、デザートなども取り揃えております。  

ご使用の際は使用日の１０日前までお知らせくださるようご検  

討をお願いいたします 

 
 

 

 

 

 
    塙町学校給食センター栄養教諭 鈴木 百代 

１ はじめに 
  ７月に実施した食に関するアンケート調査の中で、朝食摂取状況の項目では、 

・ 朝すっきり起きられない人が、約７０％になっている。 
・ 起床してから朝食までの時間が１０分以内の人が約６０％になっている。 
・ 朝食で、「ごはんとおかず、みそ汁」の人は、４０％弱である。 
・ 排便が毎日ある人は、５０％弱である。 

  これらのことから、朝食摂取を中心にして生活リズムを整えることができる園児、児童生徒をめざ

して食育を推進することとした。 
  
２ 具体的な取り組み 
（１） 食の学習をとおして 
 ① 小学校４年「朝食について考えよう」 

  ○ 自分が食べている朝食の問題点を見つける。 
  ○ 望ましい朝食の形態を知る。 
    主食、汁物、主菜、副菜の形態を基本として三食 

（赤、 緑、黄色の食品）をそろえること。 
○ 自分の朝食で不足している料理を加える。 

     
 
 
 
 
 

平成２４年度第３回学校給食用食品委員会を開催しました。 

  

地域の教育力を活用した受配校における食育の推進 
 

                ～園児、児童生徒の基本的生活習慣の形成をめざして～ 

保護者からは、‘毎朝、子どもがしっかり食べられるよう

バランスを考えた朝食を作りたい。’等のコメントが。 
ねらい・・授業後のワークシートでの振り返りと、全校生

への食育だより配布をとおして、バランスのよい朝食の 
大切さを伝える。保護者にも朝食摂取をとおして子ども

や家族の健康や成長への関心を高めてほしい。 



 
② 幼稚園児による給食センター見学 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（２）『朝食摂取について見直そう』週間運動をとおして 

      各学校において、児童の朝食摂取と基本的生活習慣 
を身につけるために『生活習慣調べ』を行った。 
家庭では、積極的に児童の取組みに協力してもらっ 

て、習慣化が図れるようにシートを工夫した。 
    
 
 
 
 
 

 
 
 

 
（３） 各種だよりによる食育推進 

(ア) 町広報紙による啓蒙 
      町広報担当者が、児童の給食の様子やセンターで 

の作業状況等を取材し、掲載していただいた。 
      とくに、６月号では、食育推進月間にちなみ、学 

校給食についての特集となったことで、多くの町民 
への情報発信になった。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
                    

 

 
（イ）各学校での食育関係だよりの発行食育学習の終了後 

学習の様子や児童がまとめたこと、保護者の感想や励ましの言葉などを掲載して作成。各家庭

に配布し、食の学習の広がりや家庭、地域への発信に努めた。 
 
 

調査項目は 
・早ね、早起き、洗顔  ・食後の歯磨き 
・朝食摂取状況   ・排便、衛生週間の有無 等に 
ついて、２回の期間中に児童にとりくんでもらい、そ

の結果を家庭に知らせていく。 
ねらい・・保護者と児童が一緒に取り組むことで、子 
どもにやる気を、保護者には関心と意識向上を。 

調理作業を見たあと、朝ご

はんの大切さについて、栄養

教諭が話をしました。食が進

まなかった園児も、見学後は、

意欲的に食べるようになり、

残食が減少しました。 

主な記事 
・タイムスケジュールによる調理の様子 
・安全生の確認－食材の放射線検査結果について― 
・学校給食の役割 

◎ 学校給食の目標 
・学校給食センターがめざすもの 
  ・学校給食の充実 ・食育の推進 



 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
（ウ）給食だよりでの発信 

今年度は朝食関係記事を中心に、繰り 
返し掲載した。（合計８回） 
 朝食内容の充実の大切さを伝えるため 
に、朝食で食べたものと栄養価のちがい 
について、グラフを使ってわかりやすく 
した。 
 また、新聞記事から、 
『寝る子は脳もよく育つ』 
  福島民報 ２４年９月１８日付け 
などを引用して、十分な睡眠の大切さ 
について知らせた。 
 合わせて、身近にある季節の野菜を 
たっぷり使ったみそ汁を食べることで、 
栄養バランスがよくなることを伝えて 
ごはんを主食にした朝食の大切さを伝え 
た。 

 

 
（４）各学校での健康教育での食育 

    児童が、おはしの持ち方や正しいマナーについて、身につけることができるようにするために、

確認シートを活用して学級担任や食育推進コーディネーターを中心に取り組んだ。取組みでは、

家庭で保護者に関わってもらえるようにシートを工夫した。 
    
 
 
 

 

 
 

いろいろなとこ

ろから、繰り返し

の啓発をしてい

ます。 

４年男子の感想 
最初はそんなにできなかった

けど、練習すればできるんだな

あと思いました。 

 いつもおはしの持ち方は、きちんとすることを私なり

に気をつけていました。でも時々目が届かない時もあり

ました。こういうチェックがあると、私たち家族もとて

も勉強になりました。 



 
〔おはしの持ち方の取組みみシート〕      〔家庭で取り組むにあたっての配布資料〕 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

 
（５） 給食試食会、PTA 活動などでの食育 
   本年度は、試食会の回数２１回 延べ試食 
  者数２４８名だった。 

試食会時には、アンケート調査をお願いし 
て、園児、児童の食事の様子や家庭での食事 
で気をつけていることなどを記入してもらっ 
た。参加者は、アンケート用紙に記入すること 
で、改めて園児や児童の食事での問題点に気づ 
くことができたようで、感想にはさまざまなこ 
とが書かれていた。 

   児童の食事の様子を見た感想（１年生） 
・当番活動をしっかりやっていて感心した。 
・自分の子どもがキビキビと仕事ができて 
  いることに驚いた。 
・家庭ではあまり食べていない野菜サラダ 

などを、おかわりしていて驚いた。 
・よくかまずに、魚などを口にたくさん入 

     れてしまうので、飲み込めなくなるので 
 かみ方をじょうずにさせたい。 
保護者が園児の活動や食事の様子を実際に 

見ることで、子どもの成長や問題点について 
   考えるきっかけになったと思われる。 

 
 
 
 
 



（６）県主催事業「わたしが作る朝ごはんコンテスト」への参加 
   夏季休業前に各小学校から児童にコン 

テストへの参加呼びかけを行ったところ、 
８９点の参加があり県に提出した。 

審査の結果、見事最優秀賞と下学年の 
   部で優秀賞に輝いた。受賞した本人はも 

ちろん、他の児童についても朝食摂取と 
調理についての関心が高まり、次年度の 
出品に向けての意欲につながった。 

 
‘（７）町文化祭への食育コーナー展示 
  各小中学校の食育推進コーディネーター（全員養護教諭）とともに、朝食摂取関係の掲示資料 
 を作成して展示し、学校給食をとおした取組みを地域に発信した。 
  今年度初めての試みだったので、掲示資料作りだけでなく、スペースの確保や展示等について、

多くの方にお世話になったが、興味をもって見学している親子等の姿が見られた。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
３ 成果と課題 
○ 朝食摂取について、各学校での指導や給食だより等の資料、文化祭での展示等をとおして繰り返

し家庭に伝えた結果、摂取率の向上、ごはんを主食にしている割合、「主食、汁物、おかず」の形態

での食事をしている割合の増加がみられた。とくに中学生では、１回目８３％から８６％になり、

栄養バランスを考えて朝食をたべようとする割合が増加した。幼稚園児、小学生においても７０％

から７５％になり意識が高まったと思われる。 
○ 保護者も家庭の食事で、家族の健康を考えて食事を作る割合が増えていることから、園児、児童

生徒だけでなく、保護者の意識向上につながったものと思われる。引き続き取り組んでいきたい。 
○ わたしが作る朝ごはんコンテストでは、上学年最優秀賞、下学年優秀賞に輝き、給食だよりや町

広報などで伝え、町文化祭でも紹介したことで、児童や保護者の意欲を高めることができた。 
次年度も多くの児童の参加を促して、保護者と一緒に食事づくりの楽しさや家族のために料理す

ることの喜び、季節食材の活用などをとおして地域を理解する心（郷土愛）を育んでいけるように

したいと考えている。 
○ 保護者の試食会時に行ったアンケート調査では、調査票に記入することで、家庭の食生活につい

て振り返るきっかけになったため、結果的に食と健康についての意識を高めることにつながったの

ではないかと思われる。 
● 児童、生徒の肥満傾向児への対応では、家庭での間食（おやつ）の取り方などについて児童生徒

だけでなく保護者にも積極的にはたらきかけて少しでも改善できるように指導していきたい。 
● 中学生についても食の学習を積極的に行って、自分の健康や食事について考えることができるよ

うに進めていきたい。 
 
４ 次年度に向けて 

子どもたちが食の学習をとおして学んだことの実践や、家族の一員としての自覚を促し、家族の

ために料理することができるようになることをめざして、食育を推進していきたい。 

遅 く ま で

資 料 作 成

に 協 力 し

て い た だ

きました。 

朝 ご は ん

コ ン テ ス

ト レ シ ピ

や ク イ ズ

に 見 入 っ

ています。 



 
 

 

 

須賀川市立阿武隈小学校 栄養技師 佐原裕美 
 

１． はじめに 

 須賀川市立阿武隈小学校は、郡山に隣接する須賀川市東部に位置し、現在は児童数４３７名の自

校式の単独校です。給食室は昭和４７年の学校創立当初からの大変歴史のある施設の中、ソフト面

での努力を続けながら日々の調理に取り組んでいます。 

その中で本校の特別支援学級は知的・情緒の２学級で、現在は合わせて６名の児童がおり、給食

時間は２学級が一緒に給食時間を過ごしています。 

  

２． 特別支援学級の子どもたちとのかかわり 

 

（１） 特別支援を要する児童についての理解 

私は 3年前にこの阿武隈小学校で初任を迎えましたが、特別支援への理解の必要性を感じた

きっかけは、同じくその春に入学してきた特別支援学級の児童の存在でした。 

Aさんは給食の白衣を着ることを嫌がり、給食時間になると教室を飛び出し、給食当番の仕

事はもとより、給食時間に机につくことさえもままならない状況でした。 

食の指導の中で「個々に応じた指導」とは実際どのようなものなのか漠然としていた私にと

って、まさにこの特別支援の子どもたちのことについて理解を深めることが必要不可欠でした。 

特別支援を有する子どもたちには個々に様々な特徴がありますが、特に自閉症の特質として

は以下のものがあげられますので紹介します。 
 

① 「視覚に強い」 

学習をする時に「見える情報」に大きく依存している。 
② 「細部に焦点を当ててこだわる」 

・物事に注意を向ける時、著しく狭い範囲に強く向ける。 
・同時に２つ以上の物事に集中することが難しい。 

③ 「時間や空間の組織化が難しい」 
 物事には進展があり、経過していくということが理解しにくい（過去の話に戻ったり、未

来の話に戻ったりすることが難しい）。 
④ 「感覚刺激への対応が困難」 

・感覚刺激の受け止め方、その処理方法の問題（雨を矢のように感じるなど）。 
・ 感覚に圧倒されパニックや不適切な行動をとりやすい。 
・ 環境に対し非常に整然としていて秩序あることを望む。 
 

（２） 給食時間の教室訪問 

 給食時間には教室へ顔を出し子どもたちへ声かけをしています。 

自閉症の特徴から、お椀の中の様々な食材の色が視覚を刺激し食べるのを拒んだり、濃い

味やインパクトのある味を好む特徴から、給食のうす味になじめないなどの問題があります

が、どんなことがきっかけで食べてくれるかわからないので毎日顔を出し、言葉かけを続け

ています。 

また食べたものや給食時間での様子、発した言葉などから気が付いた傾向などについては、

担任の先生から連絡帳を通じてのやりとりを継続してきました。 

 

 

 

 

「生きる力」をはぐくむために 

～特別支援学級の子どもたちとともに～ 
 



  

 

 （３）初めての授業参観での取り組み 

これまでのかかわりを通してこの 3学期には T・Tでの授業が実現しました。 

「のこさないで食べよう」と題し、紙芝居『「朝ごはんたべた？－みんなの金メダル－」

（作：西宮市栄養担当者会・食に関する指導部会、発行：ごはんを食べよう国民運動推進協

議会 http://www.gohan.gr.jp）』を使い、食べ物には黄・赤・緑があり、その全部が大切だ

ということを勉強しました。視覚から訴える紙芝居を使い、黄・赤・緑のキャラクターを登

場させることで、話の内容がどのくらい子どもたちに入っていくのかは大変興味のあるとこ

ろでした。 

授業参観の次の日の給食では、授業の内容から「黄色レンジャーも赤レンジャーも、苦手

な緑レンジャーも食べる！」、「白いもやしは何レンジャー？」という質問には「緑レンジャ

ー！」との反応をするなど、授業の成果が予想以上に見られたことに大変驚き、私自身大き

な学びとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 
おわりに 

子どもたちが少しずつ成長する様子を感じられることが日々の喜びです。 
初任の頃に白衣も着られず逃げ回っていた A さんは、今では給食当番の仕事をし、食べられるも

のも増えました。 
最近では入学以来飲むことができなかった牛乳を飲むこともできました。担任の先生、お家の方

ともどもあきらめずに毎日取り組んできたことが少しずつ実を結んできています。   
自ら考えバランス良く食べられることは、身体や精神面の発育、学校生活の他の面に影響を及ぼ

すと思います。生きる基本である食について体得し、将来健康的な食生活を送ることができるよう、

長い目をもってひとつひとつ、支援を実現していきたいと考えています。 
個に応じた食育・支援が、特別支援学級の子どもたちをはじめとするすべての子どもたちの豊

かな食生活につながり、「生きる力」をはぐくんでいくことを願って今後も取り組んでいきたいと思

います。 

 

 

 

 

 

   

 

 
 

若葉の芽吹く頃、転出、退職の季節を迎えます。 

 ご退職される先生方、長い間のご尽力、ご指導あり 

がとうございました。そしてご苦労様でした。 

これからもご助言など、よろしくお願いいたします。 
お元気で………。 

 


